
 

   

 

 

 

 

 

 

次回のブックトークは、９月 12 日(金)１３：３０－１５：３０ 
【内容：群ようこ作品を 1 冊】（小説でもエッセイでもジャンルを問わず 1 冊持参） 

図書室ひろばは、予約なし・参加費無料の、気軽にみなさんが集える場所です 事業をやってみたい

方は、ぜひ岡上分館までお問い合わせください 

         

気ままに 
ブックトーク！ 
#４「『おいしいアンソロジー おやつ』」 

第４回は、参加者のリクエストで『おいしいアンソロ
ジー おやつ』（大和書房）、楊逸『すき・やき』（新潮
社）の感想を共有しました。ほかの話題としては、外国
人作家による日本語の小説のおススメや、岡上小学
校の地域開放図書室の最新状況などなど。 

 

『すき・やき』についても感想を交換しました。読んで

こなかった方もおられたので、最初にあらすじを紹介し

てから、感想を交換しました。 高級なすきやきや冷しゃ

ぶを供する店でアルバイトをする中国人留学生（主人

公）が、その店の制服である着物を着るシーンから始ま

ります。ひもの多さに辟易している様子は、着物を着慣

れていない人には共感でき、着物を着慣れている人に

は、中国人と日本人の女性の「民族衣装」の違いを肌

感覚で実感できるのではないでしょうか。  

 『すき・やき』に登場するのは、主人公のお姉さんと結

婚した日本人男性やふたりの娘（主人公はお姉さんの

家族と同居）、主人公の通っている大学で同じ授業をと

っている韓国人留学生、さまざまな関係のお店の常連

客（日本人）、お店を経営する社長やほかのベテラン店

員と多彩です。感想は、「日本人と中国人の家族観の

違いが出ていて、おもしろい」「これからどうなるのか気

に な る 終 わ り 方 ～ 」 「 日 本 語 、 全 然 違 和 感 な い 」

etc.etc. 

ちなみに、外国人作家による日本語の作品としてお

ススメがあったのは、『彼岸花が咲く島』、『上海カタツ

ムリの旅』、『アルタイの片隅で』です。 

 


